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日時：2016（平成 28）年 11 月 12 日（土）
場所： 金沢大学

宝町（附属病院・医学部）キャンパス
（〒 920-8640　石川県金沢市宝町 13-1）

会長： 原田　憲一
（金沢大学医薬保健研究域医学系 人体病理学）

IAP 日本支部病理診断講習会 　（旧　教育シンポジウム）
　（午前の部）9：00 ～ 11：45

テーマ：「肝胆道系疾患の新潮流」
モデレーター：原田　憲一

演者：

1． 原田　憲一

肝胆道系疾患の多様性（ミニレクチャー）

2． 全　　陽　（神戸大学大学院医学部附属病院病理診断科）

肝胆道炎症性疾患：診断の clues と pitfalls

3． 相島　慎一　（佐賀大学医学部病因病態科学診断病理学分野）

肝胆道腫瘍の鑑別診断と pitfalls

＊ 今年から IAP 病理学教育セミナー「教育シンポジウム」が「病理診断講習会」

と改変され、従来のシンポジウム形式が、1時間の講演× 2コマと 30 分程度の

ミニレクチャーになります。参加には以下のとおり事前申し込みが必要です。

全　　陽先生原田　憲一先生 相島　慎一先生

2016 年 IAP日本支部病理学教育
セミナーのお知らせ

“金沢で究める !　最新の病理診断学”
（IAP日本支部主催　日本病理学会後援）
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　 第 56 回 総 会　 　（お昼）12：00 ～ 12：30

スライドセミナー 　（午後の部）

1時限目　13：00 ～ 15：00

*A-1 頭頸部腫瘍の病理（鼻副鼻腔中心）
湊　 宏（金沢医科大学　臨床病理学）

B-1 胃の腫瘍と腫瘍様病変
九嶋 亮治（滋賀医科大学医学部附属病院　病理診断科）

C-1 新WHO分類にもとづく乳腺腫瘍の病理診断
市原 　周（国立病院機構名古屋医療センター　病理診断科）

D-1 臨床に役立つ泌尿器（腎・尿路）の病理
都築 豊徳（愛知医科大学医学部　病理診断部）

2 時限目　15：15 ～ 17：15

*A-2 小児腫瘍
田中 祐吉（神奈川県立こども医療センター　病理診断科）

B-2 免疫染色診断学の基礎と応用
伊藤 智雄（神戸大学医学部附属病院　病理部　病理診断科）

C-2 悪性リンパ腫の病理
中村 直哉（東海大学医学部　基盤診療学系病理診断学）

D-2
肺癌の病理
野口 雅之（筑波大学医学医療系　診断病理学）
石川 雄一（公益財団法人がん研究会がん研究所　病理部）

＊印は新規コース。

●参加方法

IAP 日 本 支 部 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.iapjapan.org/

educational/index.html からのお申し込みになります。

申し込み期間：2016 年 8 月 10 日（水）～ 9月 30 日（金）まで

●受講料（今年から下記のように変更となりました）
一般会員 ジュニア会員 シニア会員 非会員

午前の部
病理診断講習会  5,000 円 3,000 円 無料  8,000 円

午後の部
スライドセミナー
（1コース）

10,000 円 5,000 円 10,000 円 15,000 円

※ 病理診断講習会はハンドアウト代を、スライドセミナーは

バーチャルスライド閲覧・ハンドアウト代を含みます。

●取得単位数

（午前の部）病理診断講習会

※日本専門医機構認定専門医更新基準における病理領域講習

1コマ、1時間× 2コマ：2単位

※日本病理学会病理専門医資格更新単位：5単位

ミニレクチャーは単位取得なし

（午後の部）スライドセミナー

※日本専門医機構認定専門医更新基準における病理領域講習

1コース、2時間：2単位

2コース、4時間：4単位

※日本病理学会病理専門医資格更新単位：10 単位

専門医更新単位は、病理診断講習会の受講で 2単位、スライ

ドセミナー 2コースの受講で 4単位と、1日で最大 6単位の

取得が可能になります。

●受講に関して

昨年までは午前の部（旧　教育シンポジウム）は当日の参

加受付となっておりましたが、本年より、午前・病理診断講

習会、午後・スライドセミナーともにWeb 申し込みのみに

なります。また、Web 上での参加申し込みだけでなく、指定

した締切日までに受講料のご入金（銀行振込）が必要となり

ます（当日会場での支払いは原則的に受け付けません）。申

し込みのみで未入金の場合、事前の重要資料（領収書、ハン

ドアウト引換券、スライドセミナー用バーチャルスライド閲

覧のためのパスワード等）の郵送が出来ません。特に昨年ま

でに参加されたことのある先生方は、以上の変更点にご注意

ください。

●お問い合わせ

IAP 日本支部教育委員長　長尾　俊孝

東京医科大学人体病理学分野

〒 160-0023　東京都新宿区西新宿 6-7-1

TEL：03-3342-6111　FAX：03-3342-2062

Email：pathol-1@tokyo-med.ac.jp（事務担当　田中・篠田）

下記の要領にて 2016 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励

賞を公募いたします。

記
賞の名称：IAP日本支部・病理診断学術奨励賞

応募資格： 日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時 40

歳未満）の病理医（IAP 日本支部の会員か否かは

問わない）

選考対象： 2015 年 1 月から 12 月の間に雑誌に公表された

（E-pub も含む）診断病理分野における優れた英文

論文（1編）。但し、留学先での仕事ではなく日本

での仕事のみ。筆頭著者を原則とする。

受賞者数：3名以内

賞の内容：賞状と副賞（トロフィー）

応募方法
他薦、自薦ともに可とするが、他薦を原則とする。

申請時に必要なもの：

田中　祐吉先生湊　　宏先生

2016（平成 28）年 IAP日本支部・
病理診断学術奨励賞の公募
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1．応募者の履歴書（JIS 版）

2． 推薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推

薦人がいない場合）A4用紙 2枚以内（書式は問わない）

3． 論文の別刷 7 部（1 部はオリジナル、他はコピー可）。

PDFの場合はカラーコピー 7部

応募の締切：2016 年 8 月 31 日（当日の消印有効）

宛　先： 〒 812-8582　福岡県福岡市東区馬出 3-1-1

九州大学大学院医学研究院形態機能病理学気付

IAP日本支部福岡事務局「IAP日本支部・病理診断

学術奨励賞」選考委員会　宛

選考方法・発表
IAP 日本支部が指名する「IAP日本支部・病理診断学術奨

励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会からの

外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者は秋の

IAP 日本支部年次総会における表彰式に参加する。また、受

賞者を IAP日本支部のNews Bulletin 紙上で公表する。

日　時：2016 年 5 月 12 日（木）12 時 30 分～ 13 時 20 分

場　所：仙台国際センター

出席者： 岩崎、岩下、加藤、清川、都築、中谷、長尾、羽賀、

橋本、廣瀬、松原、吉野、原田（2016 年病理学教育

セミナー会長）、魚返（福岡事務局）、大谷（東京事

務局）

欠席者：石川、長村、小田、久岡、森谷

報告・連絡事項
1．USCAP（3月 12 -18 日，Seattle, WA）報告

2． 第 31 回 IAP 国際会議

（9月 25 -29 日，Cologne，Germany）

3．第 11 回 APSMI 2016（12 月 9 -11 日，Taipei，Taiwan）

4．病理診断学術奨励賞の公募開始、8月末まで

5．News Bulletin No. 2 発行

6．その他

審議事項
7．2015 年度会計報告、補正予算案が承認された。

8．会計監査報告が岩下監事より報告された。

9． 第 6 回日台合同スライドカンファレンスについて、都築

理事より概要等の説明があった。

10． 2016 年病理学教育セミナー（11 月 12 日（土））について、

原田会長および長尾委員長より会場、段取り等の説明が

あった。

11． APIAP および IAP 国際会議の日本開催誘致について、

前者は吉野次期会長、後者は小田常任幹事を Congress 

President に指名し、日本開催に向けて活動していく事

となった。

12． 江頭靖之先生の遺稿、牛込新一郎先生の日韓スライドカ

ンファレンス歴史についての講演HPへの掲載が承認さ

れた。

13． その他、加藤会長より 2017 年日韓スライドカンファレ

ンスの候補日審議があった。

Osamu Matsubara, Tokyo Office of JDIAP and VP, IAP central

Taiwan Night Banquet was held at Intercontinental 

Yokohama Grand Hotel Seafood Bistro-Pier 21, from 6:30 to 

9:30 pm on Monday May 30. Drs. RY Osamura, A Sakamoto, 

Y Nakatani, R Katoh, Y Ishikawa and I were invited to this 

wonderful banquet with good food and wine. Dr. Chiung-Ru 

Lai is the President of TSCC, and she kindly invited us. 

Many Japanese pathologists know her very well because 

she always attended to the Taiwan-Japanese Conjoint Slide 

Conferences and she can speak Japanese very well. 

Abruptly she asked me to sing a song of Teresa Teng（鄧

麗君）in Japanese, and we could enjoy it. TSCC organized 

Companion Meeting 12“Cytopathology Update”in the 

afternoon of May 31 Tuesday, with 6 excellent papers. I 

would like to introduce TSCC briefly. The society was 

founded in 1988, the numbers of members are 137 

physicians and 542 cytotechnologists, and regarding IAC 

membership, there are 245 CTIAC, 6 CMIAC, 3 CFIAC, 15 

MIAC and 9 FIAC. We were very pleased to see Dr. Shih-

Ming Jung, Past President of Taiwan Division of IAP, 

President of the coming APSMI meeting in Bali in 2017. We 

enjoyed the banquet very much and had good time with 

Taiwan friends, hoping good friendship between us forever. 

I estimated over 80 peoples gathered together. We deeply 

appreciate kindness of TSCC.

第 2回理事会

Taiwan Night Banquet of Taiwan Society of 
Clinical Cytology（TSCC）in ICC 2016 Yokohama

The left lady is Dr. CR Rai, next Drs. Sakamoto, Matsubara, 
Katoh, Nakatani, and Ishikawa, Mrs. Katoh.
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Robert Y. Osamura, MD

President  International Academy of Cytology（IAC）

Past President The Japanese Division of IAP（JDIAP）

The 19th ICC was held in conjunction with the 57st Annual 

Spring meeting of Japanese Society of Clinical Cytology

（JSCC）in Yokohama from May 28 to June 1, 2016. The 

Congress President was Professor Daisuke Aoki, MD 

Department of Gynecology and Obstetrics, Keio University 

School of Medicine. The ICC and JSCC Joint Congress was 

very successful with more than six thousand attendees 

including 728 international registrants from 65 countries 

abroad. ICC meets every three years and the last congress 

was held in Paris in 2013.

The scientific program for ICC was composed of Plenary 

lecture（only one）, Keynote lectures, Symposia, Workshops, 

Meet the Experts（MTE）and Companion meetings in 

addition to oral and poster presentations. We shared our 

common interests in diagnostic cytopathology and the 

attendees included pathologists, clinicians and cyto-

technologists.

Most pathologists are the members of the Japanese 

Society of Pathology（JSP）and I think many of them 

belong to the Japanese Division of IAP（JCIAP）. Among 

the common gynecologic or non-gynecologic problems in 

cytological diagnosis, frequent topics included cervical 

cancer screening with HPV testing, FNA diagnosis and 

ancillary techniques. There were many Companion meetings 

arranged by different societies from US, Europe, Asia and 

more. From abroad, 141 attendants from China followed by 

77 from US and 62 from Taiwan.  I am very happy to see 

that the Congress was very successful both scientifically 

and socially promoting friendship.

The speaker for“a”Plenary lecture was David R. 

Kaminsky, MD whom we as the members of IAP are aware 

of him very well as an Executive Vice President of USCAP.

The tit le of his talk was“The Patient-Centered 

Cytopathology Practice”He introduce his own Cytology 

Clinic in Palm Springs, CA. His lecture was very educational 

for our future practice on clinical cytopathology in Japan. 

At the Congress, he received the 2016 Maurice Goldblatt 

Cytology Award which is given to the cytopathologist who 

made a remarkable achievements in cytology during life 

time.  During his spare time, Osamu Matsubara and I 

congratulated David and his wife Janice and we had a 

wonderful discussion over the lunch with them. We found 

that David is very supportive for the Japanese Division of 

IAP（JDIAP）and we are looking forward to working with 

him to pursue further role of JDIAP in international IAP 

activities. As a President of IAC, we are also looking 

forward to the collaboration between IAC and USCAP with 

his great support.

After the Congress, I have been serving as a President of 

International Academy of Cytology（IAC）. IAC is a 

worldwide organization which covers 52 countries and 

societies.

I am really thrilled by taking over this very responsible 

position and appreciate your continuous support to fulfill 

my job. Thank you.

第 6 回日台スライドカンファレンスを下記の日程で開催致

します。症例呈示およびポスター発表演題も募集致しますの

で、奮ってご応募下さい。多数の皆様のご参加をお待ちいた

Congress Report
19th International Congress of Cytology（ICC）Yokohama 2016

Award ceremony  Dr. David Kaminsky received 
the 2016 Maurice Goldblatt Cytology Award.

Dr. David Kaminsky is giving a Plenary Lecture

Osamu Matsubara and Bob Osamura met Dr. 
David Kaminsky and Mrs. Janice Kaminsky.

第 6回日台スライドカンファレンス
のお知らせ
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しております。

1．日時：2016 年 10 月 14 日（金）～ 15 日（土）

2．場所：ウィンク愛知

住所：〒 450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅 4－ 4－ 38

電話：052-571-6131

http://www.winc-aichi.jp/

3．開催概要（予定）

14 日：  エクスカーション（午後：トヨタ自動車工場見学）、

Welcome party（18 時から 20 時）

15 日：  症 例 検 討 会、 ポ ス タ ー 発 表（8 時 ～ 12 時 ）、 

Farewell party（13 時）

4．演題募集：締め切り：8月 31 日（水）

1）症例検討会出題 

日本側から出題される一般外科病理症例を募集します（4

例）：一次締め切り：8月 31 日 

上記締め切りまでに症例の概要（形式自由）についてメ－

ルなどで大会事務局にご連絡ください。採択された場合に

は臨床経過のまとめ（英文）、代表的HE標本（同じ標本

を 3枚）の提出を含め詳細な要項をご連絡申し上げます。

なお、標本はあらかじめ discussant（台湾側）に検鏡して

いただくよう、大会事務局が手配します。 

当日の発表および討論形式：Discussant が当該症例の鑑別

診断などを提示し（5分間）、続いて出題者が解説（5分間）

した後、全体で討論（5分間）します。

2）ポスター発表：締め切り：8月 31 日 

人体病理に関するポスター発表を募集します。タイトルお

よび英文抄録（250words 以内）を大会事務局にメールな

どで提出してください。当日の発表形式はポスター：幅

90cm x 長さ 120cm です。採否を含めて、詳細は大会事務

局からご連絡を差し上げます。

5． 参加申し込み方法については後日IAP日本支部ホームペー

ジ上に掲載しお知らせ申し上げます。

6．参加費：

Slide conference ＋ Farewell party　5,000 円

Excursion ＋Welcome party　10,000 円

7．問い合わせ先：

大会長：都築 豊徳

大会事務局：愛知医科大学　病院病理部

〒 480-1195

愛知県長久手市岩作雁又 1番地 1

Tel：0561-62-3311（代表）

FAX：0561-61-3811

E-mail：tsuzuki@aichi-med-u.ac.jp

日時：2016 年 8 月 22，23 日

場所：Renaissance Kuala Lumpur Hotel, Malaysia

学会 HP：www.globalengage.co.uk/digital-pathology-asia.html

日時：2016 年 9 月 14 -17 日

場所：Palm Springs, CA, USA

参照URL：

www.uscap.org/meetings/detail/ice-september-2016

日時：2016 年 9 月 25 -29 日

場所： Congress-Centrum Ost Kölnmesse, Cologne, Germany

（独ケルン市）

会長：Dietmar Schmidt（Germany）, Pierre Bedossa（France）

学会HP：www.esp-congress.org

日時：2016 年 10 月 29，30 日

場所：Beijing, P.R. China

主催：IAP中国支部

学会HP：www.datas-online.net/gyn2016/en/

日時：2016 年 11 月 12，13 日

場所：Prince of Wales Hospital, Hong Kong

内容：Dermatologic and Soft Tissue Pathology

講師：Eduardo Calonje, Christopher Fletcher

問い合わせ： HKIAP Secretariat, Department of Anatomical 

and Cellular Pathology, Prince of Wales 

Upcoming Meeting

Digital Pathology Congress：Asia

Immersive Cytopathology 
Experience（ICE）

第31回IAP Congress（XXXI International Congress 
of the International Academy of Pathology）

International Congress of Gynecologic 
and Obstetric Pathology

Fall Scientific Meeting of the International 
Academy of Pathology，Hong Kong Division

ウインク愛知
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Hospital 

e-mail〕HKIAPsecretariat@gmail.com 

TEL/FAX〕+852-9853-6273/2637-6274

日時：2016 年 12 月 9 -11 日

場所： Evergreen International Convention Center, Chang 

Yung-Fa Foundation, Taipei, Taiwan

主催：台湾病理学会、台北医学大学

日時：2017 年 3 月 4 -10 日

場所： Henry B. Gonzalez Convention Center, San Antonio, 

TX, USA

参照URL：

www.uscap.org/meetings/detail/2017-annual-meeting

日時：2018 年 10 月 14 -19 日

場所：Amman, Jordan

参照 URL：www.iapcentral.org/meetings

日時：2020 年

場所：Glasgow, United Kingdom

参照URL：www.iapcentral.org/meetings

♦♦ HPでのマイページ（個人ページ）開設について♦♦

 ・ 登録情報の変更や入金履歴、各種申込みをマイページで行
う事ができます。

 ・ 本年度より理事選挙の投票はハガキではなくマイページに
て電子投票になります。

 ・ ID、PWの発行は 8月下旬に書面にてお送りします。お手
元に届きましたら、IAP 日本支部HPにアクセス、ログイ
ン手続きをお願いします。

 ・ マイページログインにはEメールアドレスが必須となりま
す。未登録の会員様には個別に案内しておりますので、ご
申告を是非東京事務局までお願い申し上げます。

♦ 会員の皆様に電子メールNEWSLETTER を月 1 回発行し
ております。現在 Email アドレスを登録いただいている方
は約 70%ほどです。未登録の方、メールが届かない方は是
非とも東京事務局へご連絡ください。

＜福岡事務局＞
常任幹事：小田　義直
担当：魚返　有里
〒 812-8582　福岡県福岡市東区馬出 3-1-1

九州大学大学院医学研究院形態機能病理学気付
TEL：092-642-6061　FAX：092-642-5968
Email：fukuoka.office@iapjapan.org
＜東京事務局＞
補佐：松原　修
担当：大谷　茉子
〒 104-0061　東京都中央区銀座 2-14-8 ML1961
TEL：050-5274-8683
Email：tokyo.office@iapjapan.org

IAP日本支部の会員になろう！
IAP 日本支部会員になると…
1． 病理診断講習会（旧：教育シンポジウム）の会員割引
会員 5,000 円／非会員 8,000 円

2． スライドセミナーの会員割引
1コースあたり会員 10,000 円／非会員 15,000 円
→病理診断講習会＋スライドセミナー 2コースを受講す
る場合
会員　入会金・年会費 7,000 円 +受講料 25,000 円
=計 32,000 円
非会員　受講料＝ 38,000 円
6,000 円（2年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3． USCAP Journal を会員価格で定期購読
-Modern Pathology, Laboratory Investigation-
1 冊の年間購読料約$99 ～、年により変動あり

4．支部・本部の会報　News Bulletin
5． スライドセミナー 3年経過したものをHP上でハンドアウ
ト公開（来年予定）

6． 国際学会の情報取得
IAP/USCAP/APIAP/AAPIAP/APSMI/ 日韓 ･日台合同
スライドカンファランスなど

一般会員 シニア会員ジュニア会員 非会員
入会金  1,000 円 （終身会費） 1,000 円 ―
年会費  6,000 円 50,000 円 4,000 円 ―

受
講
料

病理診断講習会
（旧教育シンポジウム）

 5,000 円 無料 3,000 円  8,000 円

スライドセミナー 10,000 円 10,000 円 5,000 円 15,000 円

●シニア（終身）会員
申請できる方：65 歳以上の希望者
終身会費　50,000 円，以降は会費納入を免除
スライドセミナー受講料は一般会員に準じます
特典として JDIAP 病理診断講習会（旧教育シンポジウム）
は無料で受講できます
●ジュニア（若手）会員
申請できる方：病理専門医資格　未保持者
* 会費、受講料の改定は平成 28 年 1 月 1 日から適用します
申請方法：HPのMembership ページ（日本語）にて様式を
ダウンロードし、東京事務局までEメールにて御申請くださ
い。

広報委員会
委 員 長　森谷卓也
副委員長　清川貴子
委　　員　久岡正典

第 11 回 Asia-Pacific Society for 
Molecular Immunohistology（APSMI）2016

USCAP 2017 Annual Meeting

第32回IAP Congress（XXXII International Congress 
of the International Academy of Pathology）

第33回IAP Congress（XXXIII International Congress 
of the International Academy of Pathology）

事務局よりお知らせ


